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カードを賢く使って、家計のやりくり�
商品を分割払いで購入したり、急な出費時にキャッシングを利用したり、�
カードは私たちの暮らしの利便性を高めるだけでなく、家計のやりくりにも役立つ大切なもの。�
しかし、手軽に利用できるだけに、カードの使い方には十分な注意が必要です。�
あなたのカードをもう一度見直して、賢くカードを使って家計のムダをなくしましょう。�

現金を引き出せるカードの種類は下表の通り3つに分けられます。現在保有しているカードの機能を把

握しておくことが大切です。また、クレジットカードに関しては、平成14年3月末現在の総発行枚数は2億

4,459万枚で、1人当たり平均2.4枚を保有※1していることになります。クレジットカードはたとえ使わなく

とも、年会費がかかるものもありますので、カードの保有は必要最小限にとどめることをおすすめします。�

家計家計のやりくりをサポートする〈ろうきん〉のカードローン「マイプラン」�家計のやりくりをサポートする〈ろうきん〉のカードローン「マイプラン」�

カードの保有は必要最小限に�

「給料日前で手持ちが少ない」「預金口座の残高が足りない」など、お金

が必要になった時に、カードローンは便利で役立ちます。しかし、便利さだ

けでカードローンを選んでしまうのは禁物です。その裏には思わぬ金利負

担が待ち受けていることを忘れてはいけません。利用する前は必ず金利

をチェックするようにしましょう。�

ローン利用時は金利を確かめて�

やりくり①�低 金 利� やりくり②�キャッシュバックサービス�
急な出費や現金が必要になった時に頼りになるのが〈ろうきん〉のカード

ローン「マイプラン」です。標準金利は年8.375%（会員の場合）ですが、

仮に40万円を借りて、毎月1万円で返済した場合の利息負担は70,625円

（返済回数48回）となります。しかし、同じ条件で銀行系A社カードローン（年

18%）で借りた場合の利息負担は215,355円（返済回数62回）。消費者

金融B社カードローン（年27.375%）で借りた場合は679,380円（返済回

数108回）と、「マイプラン」との差は約60万円にもなります。やはり金利

の差は見逃せないですね。�
＊上記の金利は2003年9月1日現在。＊元利均等返済方式で計算。返済方式の違いにより実際の
　返済とは若干異なります。＊金利の変動により上記の通りとならない場合があります。�

ろうきんカードで郵便局・銀行・コンビニ等のATM・CDを利用してお引出し

取引きをした場合、所定の利用手数料がかかります。仮に利用手数料105

円を月に2回利用した場合、105円×24回で年間2,520円、4年間で約

10,000円の出費となります。�

この額を節約できるのが、〈ろうきん〉キャッシュバックサービスです。カードロ

ーン「マイプラン」からのお引出しや一定のお取引きをいただいている場合に、

この利用手数料を後日〈ろうきん〉がお返しするサービスで、利用回数の制限

もありません。ムダな出費がなく安心してATM・CDをご利用いただけます。�

※〈ろうきん〉のカードローン「マイプラン」は裏表紙でご紹介しています。�

●現金を引き出せるカードの種類� ●ローンやキャッシング利用時に選ぶ会社のポイント（上位5項目/複数回答）�

カードの種類�

●クレジットカード発行枚数の推移�

発行者� 機能�

キャッシュカード� 銀行・郵便局などの金融機関�
預貯金の入出金。�
カードローン機能を付与したものもある。�

クレジットカード�
信販系、銀行系カード会社、�
デパートなどの流通業者�

ショッピング代金の後払い。資金借入（キャッシング）機能を�
付与したものが多い。�

ローン専用カード�
（キャッシングカード）�

消費者金融会社、信販会社� 資金借入（キャッシング）�

※1：成人人口比（総務省「人口推計」平成14年4月1日現在の20歳以上の総人口1億186万人）で計算�

銀行系� 流通系� 信販系�

平成12年3月末� 8,484 6,566 5,339

平成13年3月末� 8,616 6,774 5,807

平成14年3月末� 9,228 6,871 6,179

その他�

1,936

1,971

2,181

合計�

22,325

23,168

24,459

単位：万枚�

※（株）電通「第6回金融ビッグバン生活者調査報告書」（平成14年7月調査）より�

金利が安い�

大手企業である�

名前が知られている�

ATMや店舗数が多い�

いつでも借入れや返済が可能�

42.8%

25.3%

20.0%

11.5%

11.1%

※（社）日本クレジット産業協会「クレジットカード発行枚数実態調査」より�


